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ビール中高分子蛋白の二敢化ケイ素による選択的吸着について
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【目的】

ビールの混尚には,大別すると生物的なものと非生物的なものがある.前者は微生物による混蘭で

あり,後者はビールの製造工程で生じる高分子蛋白とポリフェノール類が垂合して生成するもので

ある.微生物による混濁は,現在サニテ-ション技術が進み殆ど起こらない.高分子蛋白による混商

は,古くからパパイン等の静索剤を使用することにより,高分子蛋白の分解処理を行い,混濁の防止

を行ってきた.しかし,パパインは変質Lやすいため,酵素力価が不安定であり,パパイン自体が微生

物の汚染を受けやすいなどの問題をかかえており,これに変わる混濁防止の方法が検討されてきた.

欧米では数十年前より二酸化ケイ素が使用され,混濁に関係する高分子蛋白のみを選択的に吸着す

ることが報告されている.昭和58年に日本でも二酸化ケイ素が,食品添加物として認定されたのを機

に,各ビール会社でパパイン代わりに使用され始めた.本報では,二酸化ケイ素のビール中高分子蛋

白の選択的吸着特性,適正添加量,接触時間等を検討し,辞素による処理方法と比較検討した結果を

報告する.

【方法】

① 高分子蛋白の吸着の程度を示すSASPL値 (SaturatedAmmoniumSulfitePrecipitation

LimitValue)は,無処理ビールに二酸化ケイ素を 250,500,1000,1500,2000ppm添加し,枕拝し

たものをそれぞれ3,5,10,15分毎にNo.2ろ紙で吸引ろ過したろ液を用いて測定した.

② ビール中の窒素携帯は無処理ビ-ルに二酸化ケイ素を500,1000,1500ppm添加し,10分間捷拝

後,No.2ろ紙で吸引ろ過した液についてLundin法に準じてA･B･C区分態窒素に分別し,ケルダー

ル法により測定した.

【結果】

ビール中の高分子蛋白は二酸化ケイ素により吸着･除去され,二酸化ケイ素の添加量は,1000ppm

で十分であり,それ以上添加しても効果は同じであることがわかった.また,接触時間は10分でSAS

PL僅 (吸着)は最大値を示した.

Lundin法により分別した三区分について窒素を測定した結果,A区分態窒素のみ添加量に応じ減

少が見られ,B･C区分態窒素はあまり変化がなかった.酵素処理と二酸化ケイ素処理ビールを比較

すると,酵素処理では総窒素は変化しないが,A区分態窒素は減少し,B･C区分態窒素は増加した.
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しかし,二酸化ケイ素処理は,総窒素とA区分態窒素のみ減少した.以上のことから二酸化ケイ素

はビール中高分子蛋白の選択的吸着 ･除去に効果があることがわかった.
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